
平成１７年６月２９日 

明 石 市 財 務 部 契 約 課 

明 石 市 水 道 部 総 務 課 

工事品質評価型入札制度の導入（試行）について 

 明石市では、透明性の確保、公正な競争の促進、不正行為の排除の徹底、さらには工事の適正な施工確保を目的に、平成１４年度より、様々な入札制度改革に取り組んでおります。 

 こうしたなか、みだしの制度につきましては、平成１５年１１月より「（仮称）主観点数制度」として、技術と経営に優れた地元の建設業者の育成とともに、努力した業者が報われるよ

うな仕組みを構築すべく検討を重ね、平成１６年７月導入を目指し取り組んでまいりました。 

しかし、同時期に財務部契約課が発注する工事の成績評定に、「新工事成績評定」を採用したことにより、同評定に基づく工事成績データの蓄積・整理が必要となり、１年間延期するこ

ととなりました。 

その間、同評定に基づく工事成績データ（平成１６年７月１日以降の契約分で本年３月末までに完成検査を行った合計８８件）等を踏まえ、等級格付け及び発注標準等についても見直し

に向け、検証を行いました。 

その結果、工事成績をはじめとする新たな評価項目に基づく評価点の合計「品質評価点」を、従来の客観点数（経営事項審査結果通知書の総合評定値）に付加し、発注の基本となる「品

質評価合計点」を設定し、新たに作成した等級格付け及び発注標準表を適用することを骨子に、下記のとおり本年７月より新制度として導入することといたします。 

あわせて、工事成績評定点が一定水準以上の優良業者のみを参加対象とした発注を一部実施することといたします。 

なお、水道部においては現在「新工事成績評定」を導入しておりませんが、本制度にあわせて、本年７月１日以降の契約分より「新工事成績評定」を導入することとしております。 

この点について詳しくは水道部の入札・契約情報のホームページをご覧ください。 

記 

１ 品質評価点の付加 

  「工事品質評価型入札制度」の第一の内容は、従来の経営事項審査結果通知書の総合評定値（以下「客観点数」といいます。）に替えて、客観点数に以下の工事成績をはじめとする評

価項目による新たな評価点数（本制度において「品質評価点」と称します。）を付加した合計点数（本制度において「品質評価合計点」と称します。）による入札参加要件を設けることで

す。 

  詳細については以下を参照してください。 

 (１) 品質評価点を付加する対象業者 

市内に本店を置いている業者（市内業者）を対象とします。（市内業者以外については、従来どおり客観点数による入札参加となります。） 

 (２) 品質評価点を付加する工種 

   試行においては、工種「土木一式工事」及び「建築一式工事」のみに品質評価点を付加することとします。 

   なお、その他の工種への付加については、本制度の試行結果を検証し、導入について検討を行います。 

客観点数（経営事項審査結

果の総合評定値 P） ＋ 品質評価点 
(評価項目の合計点数) 

＝ 品質評価合計点 



 (３) 品質評価点の決定（更新）及び適用期間について 

   毎年度５月末までにその前年度の３月３１日までの検査結果等に基づいて品質評価点を決定し、その点数を当該年度の７月から翌年度の６月まで適用することとします。 

 (４) 品質評価点の通知・公表 

   各業者には項目ごとの評価点及び品質評価点を通知するとともに、ホームページ上で全者の品質評価合計点を公表します。 

   本年度については、６月２９日に発送する「品質評価点確認通知書」をもって、項目ごとの評価点及び品質評価点の通知に代えます。（その後の確認過程において「品質評価点確認

通知書」の内容から変更があった業者には、改めて通知します。） 

 (５) 評価項目 

評価項目 評価内容 評価点の考え方 

①工事成績の平均 

（加減点） 

過去３年度分の工事成績評定点の平均点に応じて加減

点を行います。 

（集計の対象となる工事は、平成１６年７月１日以降に

契約した工事に採用された、新工事成績評定による評定

が行われた工事とします。 

ただし、水道部では、平成１７年７月１日以降に契約し

た工事から新工事成績評定を採用します。) 

 

・過去３年度分の工事（前年度の３月３１日までに完成した工事）の工事成績評定点の平均（小数第一位四捨五入）により評価

点を算出します。この項目については工種ごとの集計とします。よって、この項目の評価点は通常、工種ごとで異なることに

なります。 

・平均点が６５点のとき評価点を０点とし、平均点±１点ごとに評価点±５点とします。 

・評価点の加点の最大は１００点とします。つまり平均点が８５点以上であれば、評価点は＋１００点となります。 

・評価点の減点の最大は５５点とします。つまり平均点が５４点以下であれば、評価点は－５５点となります。 

・新工事成績評定による評定が行われた工事を集計対象とするため、平成１８年度までは、通常より、集計の対象となる工事が

少ない状態となります。このため平成１７年度においては評価点×１／３（小数第一位四捨五入）、平成１８年度においては評

価点×２／３（小数第一位四捨五入）を実際の加減点とします。 

②直近の工事成績 

（加減点） 

過去１年度分の工事１件ごとに、工事成績評定点に応じ

て加減点を行います。 

（集計の対象となる工事は、平成１６年７月１日以降に

契約した工事に採用された、新工事成績評定による評定

が行われた工事とします。 

ただし、水道部では、平成１７年７月１日以降に契約し

た工事から新工事成績評定を採用します。) 

 

・過去１年度分の工事（前年度の３月３１日までに完成した工事）１件ごとの工事成績評定点により評価点を算出します。この

項目については工種ごとの集計とします。よって、この項目の評価点は通常、工種ごとで異なることになります。 

・７５点を超える工事１件ごとに （工事成績評定点－７５）×２点を加点します。 

・６５点を下回る工事１件ごとに （６５－工事成績評定点）×２点を減点します。 

 

③指名停止 

（減点） 

指名停止を受けた業者について、指名停止期間に応じて

減点を行います。 

・前年度に受けた指名停止の期間１ヶ月につき２０点を減点します。 

・複数年度に渡る期間の指名停止の場合、それぞれの年度に受けた指名停止期間に応じて、対応する年度で減点を行います。こ

の場合、４月１日をまたぐ１ヶ月分は、先の年度の減点分とします。 

 （例えば、平成１７年２月１５日から平成１７年５月１４日までの３ヶ月の指名停止の場合、平成１７年度の評価点が－４０

点（２ヶ月分）、平成１８年度の評価点が－２０点（１ヶ月分）となります。） 

④ＩＳＯ認証取得 

（加点） 

ＩＳＯ９００１及びＩＳＯ１４００１の認証取得業者

に加点を行います。 

・前年度３月３１日時点でのＩＳＯ９００１及びＩＳＯ１４００１の認証取得業者に、それぞれ５点の加点を行います。両方取

得している場合には、合計１０点の加点となります。 

・制度開始初年度である平成１７年度に限り、平成１７年６月３０日現在の状況により加点することとします。 



評価項目 評価内容 評価点の考え方 

⑤技術力 

（加点） 

監理・主任技術者名簿に記載されている技術者の人数に

応じて加点を行います。 

・前年度３月３１日時点での監理・主任技術者名簿に記載されている技術者１名ごとに、当該資格の種類及び級等に関係なく工

種ごとに１点を加点します。１人の技術者が土木一式工事と建築一式工事の両方の資格を持っている場合は、それぞれの工種

で１点ずつ加点します。 

・最大評価点は＋２０点とします。つまり当該工種の技術者数が２０人以上であれば、評価点は＋２０点となります。 

・ただし、工事成績の平均点が６５点以下の場合には、加点は行いません。 

・制度開始初年度である平成１７年度に限り、平成１７年６月３０日現在の状況により加点することとします。 

⑥地域貢献 

（加点） 

市内に本店を置いてからの営業年数に応じて加点を行

います。 

・前年度３月３１日時点での、市内に本店を置いての営業年数に１年につき１点の加点を行います。 

・最大評価点は＋２０点とします。つまり市内に本店を置いての営業年数が２０年以上であれば、評価点は＋２０点となります。

・ただし、工事成績の平均点が６５点以下の場合には、加点は行いません。 

・この項目は、全者の営業年数の確認が必要であるため、制度開始初年度である平成１７年度に限り、１０月に加算する予定で

す。 

⑦その他 

（加減点） 

明石市における入札・契約に関して不正等を行った業者

に減点を行い、情報提供者に加点を行います。 

・繰り返し不正等を行ったと認められる場合に２０点の減点を行います。 

・不正等を行ったと認められる案件において、信憑性の高い情報の提供者に１０点の加点を行います。 

 

 

２ 等級格付け及び発注標準の見直し 

  「工事品質評価型入札制度」の第二の内容は、郵便応募型一般競争入札において、入札参加要件設定の基準となる、「等級格付け及び発注標準」の見直しです。 

別紙のとおり、等級ごとの点数の幅を縮め、土木一式工事については、現在５段階となっている等級を７段階とし、建築一式工事については現在４段階となっている等級を５段階に細

分化します。 

  なお、別紙にもあるように、土木一式工事の発注標準については、財務部契約課と水道部で、少し異なりますのでご注意ください。 

３ 工事成績優良業者のみが参加可能な入札の実施 

  「工事品質評価型入札制度」の第三の内容は、評価項目「①工事成績の平均」が一定水準以上の優良業者のみを参加対象とした発注を一部実施するものです。 

  ただし、本年度は平成１６年７月１日～平成１７年９月までの評定点を対象とした優良業者への発注を発注予定案件と工事成績の状況を勘案しつつ、１１月～２月頃に実施する予定で

す。 

４ 導入時期 

  平成１７年７月１５日以降に公告する案件に、「品質評価合計点」と新しい「等級格付け及び発注標準」を適用します。 

（初回公告予定日  財務部契約課 ７月１５日（金）  水道部 ７月２０日（水）） 

５ 試行期間 

  試行期間は１年間とします。 

この間、試行結果を検証し、本格導入へ向けての検討を行います。 



別紙 工事品質評価型入札制度（試行）における等級格付け及び発注標準の見直しについて                                    

 

（土木一式工事） 

等級格付け 発注標準（明石市） 発注標準（水道部） 

ランク 格付け点数 標準範囲 市内業者の特例範囲 標準範囲 市内業者の特例範囲 

Ａ 1200 点以上  1 億 5,000 万円以上 

2 億円未満 

 1 億 5,000 万円以上 

2 億円未満 

Ｂ 860 点以上 1199 点以下 1 億 5,000 万円以上 

2 億円未満 

3,000 万円以上 

1 億 5,000 万円未満 

1 億 5,000 万円以上 

2 億円未満 

3,000 万円以上 

1 億 5,000 万円未満 

Ｃ 780 点以上 859 点以下 8,000 万円以上 

1 億 5,000 万円未満 

2,500 万円以上 

8,000 万円未満 

8,000 万円以上 

1 億 5,000 万円未満 

2,500 万円以上 

8,000 万円未満 

Ｄ 710 点以上 779 点以下 4,000 万円以上 

8,000 万円未満 

2,000 万円以上 

4,000 万円未満 

4,000 万円以上 

8,000 万円未満 

1,500 万円以上 

4,000 万円未満 

Ｅ 660 点以上 709 点以下 2,500 万円以上 

4,000 万円未満 

1,500 万円以上 

2,500 万円未満 

2,500 万円以上 

4,000 万円未満 

1,000 万円以上 

2,500 万円未満 

Ｆ 600 点以上 659 点以下 1,000 万円以上 

2,500 万円未満 

300 万円以上 

1,000 万円未満 

1,000 万円以上 

2,500 万円未満 

1,000 万円未満 

Ｇ 599 点以下 1,000 万円未満 

 

 1,000 万円未満 

 

 

 

（建築一式工事） 

等級格付け 発注標準（明石市・水道部共通） 

ランク 格付け点数 標準範囲 市内業者の特例範囲 

Ａ 1200 点以上  1 億円以上 

 

Ｂ 800 点以上 1199 点以下 7,000 万円以上 

2 億円未満 

3,000 万円以上 

7,000 万円未満 

Ｃ 700 点以上 799 点以下 5,000 万円以上 

7,000 万円未満 

2,000 万円以上 5000 万円未満及び 

7,000 万円以上 1億円未満 

Ｄ 630 点以上 699 点以下 1,000 万円以上 

5,000 万円未満 

500 万円以上 1,000 万円未満 

 

Ｅ 629 点以下 1,000 万円未満  

 

 

※格付け点数は、市内業者は品質評価合計点、それ以外の業者は経営事項審査結果通知書の総合評定値で判断します。 


